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U
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（
単
著
）「
世
親
『
法
華
論
』
の
流
伝
に
関
す
る
諸
問
題
―
見
直
さ
れ
る
べ
き
テ
キ
ス
ト
を
中
心
と
し
て
―
」（
望
月
海
慧
・
金
炳
坤
編
『
妙
法
蓮
華
経
優
波
提
舎
の
文
献
学
的
研
究
（
法
華
経
研
究
叢
書
Ⅱ
）』
身
延
山
大
学
国
際
日
蓮
学
研
究
所
、
二
〇
二
〇
年
四
月
）
（
単
著
）「
流
支
訳
『
法
華
論
』
の
流
布
本
に
つ
い
て
―
序
品
を
中
心
と
し
て
―
」（
望
月
海
慧
・
金
炳
坤
編
『
妙
法
蓮
華
経
優
波
提
舎
の
文
献
学
的
研
究
（
法
華
経
研
究
叢
書
Ⅱ
）』
身
延
山
大
学
国
際
日
蓮
学
研
究
所
、
二
〇
二
〇
年
四
月
）
（
単
著
）「〈
資
料
〉『
法
華
論
』
諸
本
校
合
（
二
）」（
望
月
海
慧
・
金
炳
坤
編
『
妙
法
蓮
華
経
優
波
提
舎
の
文
献
学
的
研
究
（
法
華
経
研
究
叢
書
Ⅱ
）』
身
延
山
大
学
国
際
日
蓮
学
研
究
所
、
二
〇
二
〇
年
四
月
）
（
単
著
）「〔
韓
国
語
〕
元
暁
の
『
菩
薩
成
本
持
犯
要
記
』
が
日
本
仏
教
に
及
ぼ
し
た
影
響
」（
東
国
大
学
校
仏
教
文
化
研
究
院
Ｈ
Ｋ
研
究
団
編
『
元
暁
、
文
献
と
思
想
の
新
地
平
（
グ
ロ
ー
カ
ル
韓
国
仏
教
叢
書
９
）』
東
国
大
学
校
出
版
部
、
二
〇
二
〇
年
五
月
）
《
翻
訳
》
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
二
十
一
号　
彙　
　
報
五
〇
（
単
独
）
金
天
鶴
「
円
弘
は
新
羅
僧
侶
か
―
『
法
華
経
論
子
注
』
の
引
用
文
献
を
中
心
と
し
て
―
」（『
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
』
第
二
〇
号
、
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
、
二
〇
一
九
年
一
〇
月
）
（
単
独
）
許
仁
燮
「
中
國
の
僞
疑
經
に
現
れ
た
老
莊
的
佛
敎
理
解
の
考
察
―
緣
起
的
觀
点
か
ら
み
た
中
國
に
お
け
る
佛
敎
經
典
の
成
立
と
理
解
―
」（『
東
ア
ジ
ア
仏
教
学
術
論
集
』
第
八
号
、
東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
二
〇
年
二
月
）
（
単
独
）
許
仁
燮
「
韓
煥
忠
氏
の
コ
メ
ン
ト
に
対
す
る
回
答
」（『
東
ア
ジ
ア
仏
教
学
術
論
集
』
第
八
号
、
東
洋
大
学
国
際
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
二
〇
年
二
月
）
（
単
独
）
金
天
鶴
「『
法
華
経
論
子
注
』
写
本
の
流
通
と
思
想
」（『
身
延
論
叢
』
第
二
五
号
、
身
延
山
大
学
仏
教
学
会
、
二
〇
二
〇
年
三
月
）
《
そ
の
他
》
（
単
著
）「『
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
』
総
目
次
（
自
創
刊
号 
至
十
九
号
）」（『
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
』
第
二
〇
号
、
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
、
二
〇
一
九
年
一
〇
月
）
（
付
記
）蓑
輪
顕
量「
金
天
鶴「『
法
華
経
論
子
注
』写
本
の
流
通
と
思
想
に
つ
い
て
」の
レ
ス
ポ
ン
ス
」（『
身
延
論
叢
』第
二
五
号
、身
延
山
大
学
仏
教
学
会
、
二
〇
二
〇
年
三
月
）
（
単
著
）「『
身
延
論
叢
』
第
二
十
五
号 
編
集
後
記
」（『
身
延
論
叢
』
第
二
五
号
、
身
延
山
大
学
仏
教
学
会
、
二
〇
二
〇
年
三
月
）
（
単
著
）「
編
集
後
記
」（
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
・
持
田
貫
宣
・
金
炳
坤
編
『
仏
教
芸
術
が
創
る
世
界
（
身
延
山
大
学
教
養
選
書
Ⅳ
）』
身
延
山
大
学
・
山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
二
〇
年
三
月
）
（
単
著
）「
序
」（
望
月
海
慧
・
金
炳
坤
編
『
妙
法
蓮
華
経
優
波
提
舎
の
文
献
学
的
研
究
（
法
華
経
研
究
叢
書
Ⅱ
）』
身
延
山
大
学
国
際
日
蓮
学
研
究
所
、
二
〇
二
〇
年
四
月
）
（
付
記
）
沼
田
晃
佑
「〈
資
料
〉
坂
本
日
深
文
庫
に
つ
い
て
」（
望
月
海
慧
・
金
炳
坤
編
『
妙
法
蓮
華
経
優
波
提
舎
の
文
献
学
的
研
究
（
法
華
経
研
究
叢
書
Ⅱ
）』
身
延
山
大
学
国
際
日
蓮
学
研
究
所
、
二
〇
二
〇
年
四
月
）
▽
庵
谷
行
亨　
特
任
教
授
《
学
術
論
文
》
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
二
十
一
号　
令
和
二
年
十
月
五
一
（
単
著
）「
日
蓮
聖
人
教
学
に
お
け
る
教
と
行
（
二
）」（『
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
』
第
二
〇
号
、
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
、
二
〇
一
九
年
一
〇
月
）
（
単
著
）「
日
蓮
聖
人
教
学
に
お
け
る
教
と
行
（
三
）」（『
大
崎
学
報
』
第
一
七
六
号
、
立
正
大
学
仏
教
学
会
、
二
〇
二
〇
年
三
月
）
（
単
著
）「『
観
心
本
尊
抄
』
題
号
に
お
け
る
「
観
心
」
の
意
味
」（『
法
華
文
化
研
究
』
第
四
六
号
、
立
正
大
学
法
華
経
文
化
研
究
所
、
二
〇
二
〇
年
三
月
）
《
そ
の
他
》
（
単
著
）「『
観
心
本
尊
抄
』
の
世
界　
第
四
三
～
五
四
回
」（『
日
蓮
宗
新
聞
』
第
二
三
七
六
号
～
二
四
〇
九
号
、
毎
月
一
日
号
、
日
蓮
宗
新
聞
社
、
二
〇
一
九
年
一
〇
月
～
二
〇
二
〇
年
九
月
）
（
単
著
）「
法
華
経
に
学
ぶ　
第
七
～
一
八
回
」（『
池
上
』
第
五
五
巻
一
〇
号
～
第
五
六
巻
九
号
、池
上
本
門
寺
、二
〇
一
九
年
一
〇
月
～
二
〇
二
〇
年
九
月
）
（
単
著
）「
若
き
僧
侶
に
伝
え
た
い
こ
と
」（『
所
報
』
第
五
八
号
、
日
蓮
宗
布
教
研
修
所
、
二
〇
一
九
年
一
一
月
）
《
学
会
発
表
》
（
単
独
）「『
観
心
本
尊
抄
』
の
題
号
に
つ
い
て
」（
第
七
二
回
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
、
立
正
大
学
、
二
〇
一
九
年
一
一
月
八
日
）
《
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
演
等
》
（
単
独
）「
信
仰
の
相
続
」（
日
蓮
宗
長
崎
市
護
法
大
会
、
長
崎
市
市
民
会
館
文
化
ホ
ー
ル
、
二
〇
一
九
年
一
〇
月
四
日
）
（
単
独
）「
宗
義
大
綱　
宗
祖
」（
日
蓮
宗
山
静
教
区
教
学
研
修
会
、
伊
豆
の
国
市
ホ
テ
ル
天
坊
、
二
〇
一
九
年
一
一
月
六
日
）
（
単
独
）「
宗
義
大
綱　
成
仏
の
意
義
」（
日
蓮
宗
勧
学
院
講
座
、
日
蓮
宗
宗
務
院
、
二
〇
二
〇
年
二
月
一
七
日
）
（
単
独
）「
日
蓮
聖
人
の
観
心
法
門
（
二
）」（
日
蓮
宗
大
阪
市
布
教
師
会
、
大
阪
府
社
会
福
祉
会
館
、
二
〇
二
〇
年
九
月
七
日
）
（
単
独
）「
法
華
経
に
学
ぶ
」（
公
開
講
座
、
池
上
本
門
寺
、
二
〇
一
九
年
一
〇
月
～
二
〇
二
〇
年
二
月
、
毎
月
一
回
）
（
単
独
）「
法
華
経
の
教
え
・
日
蓮
聖
人
の
教
え
」（
公
開
研
修
会
、
宗
長
寺
、
二
〇
一
九
年
一
〇
月
～
二
〇
二
〇
年
二
月
、
毎
月
一
回
）
▽
桑
名
法
晃　
助
教
（
学
部
書
記
）
《
著
書
》
（
共
編
著
）『
身
延
文
庫
所
蔵　
日
遠
『
菩
薩
戒
本
宗
要
私
』 
身
延
山
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵　
太
賢
『
菩
薩
戒
本
宗
要
』（『
身
延
山
資
料
叢
書
』
第
八
巻
）』
（
身
延
山
大
学
国
際
日
蓮
学
研
究
所
、
二
〇
二
〇
年
三
月
）
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
二
十
一
号　
彙　
　
報
五
二
《
学
術
論
文
》
（
単
著
）「
草
山
教
学
の
継
承
―
本
妙
日
臨
に
お
け
る
元
政
と
慧
明
―
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
六
八
巻
第
二
号
、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
、
二
〇
二
〇
年
三
月
）
（
単
著
）「
本
妙
日
臨
に
お
け
る
元
政
の
影
響
―
受
戒
の
作
法
と
そ
の
精
神
―
」（『
身
延
論
叢
』第
二
五
号
、身
延
山
大
学
仏
教
学
会
、二
〇
二
〇
年
三
月
）
（
単
著
）「
身
延
文
庫
所
蔵　
心
性
院
日
遠
『
菩
薩
戒
本
宗
要
私
』
の
一
考
察
」
桑
名
法
晃
・
金
天
鶴
編
『
身
延
文
庫
所
蔵　
日
遠
『
菩
薩
戒
本
宗
要
私
』 
身
延
山
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵　
太
賢
『
菩
薩
戒
本
宗
要
』（『
身
延
山
資
料
叢
書
』
第
八
巻
）』（
身
延
山
大
学
国
際
日
蓮
学
研
究
所
、二
〇
二
〇
年
三
月
）
（
単
著
）「
清
水
梁
山
国
訳
『
法
華
論
』
の
底
本
に
つ
い
て
―
版
本
『
法
華
論
』
の
流
布
と
受
容
を
視
点
と
し
て
―
」（
望
月
海
慧
・
金
炳
坤
編
『
妙
法
蓮
華
経
優
波
提
舎
の
文
献
学
的
研
究
（
法
華
経
研
究
叢
書
Ⅱ
）』
身
延
山
大
学
国
際
日
蓮
学
研
究
所
、
二
〇
二
〇
年
四
月
）
《
そ
の
他
》
（
単
著
）「
編
集
後
記
」（
桑
名
法
晃
・
金
天
鶴
編
『
身
延
文
庫
所
蔵　
日
遠
『
菩
薩
戒
本
宗
要
私
』 
身
延
山
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵　
太
賢
『
菩
薩
戒
本
宗
要
』（『
身
延
山
資
料
叢
書
』
第
八
巻
）』（
身
延
山
大
学
国
際
日
蓮
学
研
究
所
、
二
〇
二
〇
年
三
月
）
《
学
会
発
表
》
（
単
独
）「
起
顕
竟
の
法
門
―
嘱
累
品
の
位
置
づ
け
―
」（
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
七
一
回
学
術
大
会
、
創
価
大
学
、
二
〇
二
〇
年
七
月
四
日
）
《
調
査
・
出
張
》
（
国
内
）「
瑞
光
寺
資
料
調
査
」（
京
都
深
草
瑞
光
寺
、
二
〇
二
〇
年
三
月
一
五
～
一
七
日
）
〇
仏
教
芸
術
専
攻
▽
望
月
真
澄　
教
授
《
著
書
》
（
単
著
）「
関
西
の
法
華
霊
場
と
法
華
信
仰
」（
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
・
持
田
貫
宣
・
金
炳
坤
編
『
仏
教
芸
術
が
創
る
世
界
（
身
延
山
大
学
教
養
選
書
Ⅳ
）』
身
延
山
大
学
・
山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
二
〇
年
三
月
）
（
単
著
）「
日
蓮
宗
の
教
義
と
伽
藍
配
置
」（
妙
成
寺
文
化
財
調
査
委
員
会
・
北
國
総
合
研
究
所
編
『
妙
成
寺
文
化
財
総
合
調
査
報
告
書
』
日
蓮
宗
本
山
妙
成
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
二
十
一
号　
令
和
二
年
十
月
五
三
寺
、
二
〇
二
〇
年
五
月
）
《
学
術
論
文
》
（
単
著
）「
近
世
日
蓮
宗
寺
院
に
お
け
る
伽
藍
配
置
の
特
徴
」（『
宗
教
研
究
』
第
九
三
巻
別
冊
、
日
本
宗
教
学
会
、
二
〇
二
〇
年
三
月
）
（
単
著
）「
信
仰
の
町
に
と
っ
て
の
観
光
―
身
延
山
に
お
け
る
観
光
と
参
拝
に
つ
い
て
考
え
る
―
（
や
ま
な
し
学
シ
リ
ー
ズ
⑬
）「『
や
ま
な
し
学
研
究
２
０
１
５
―
山
梨
県
の
風
土
と
民
俗
／
『
観
光
立
県
』
の
行
方
２
０
１
５
―
」
の
記
録
』」（『
山
梨
学
院
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
研
究
報
告
』
第
三
四
輯
、
山
梨
学
院
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
二
〇
年
三
月
）
《
そ
の
他
》
（
連
載
）「
法
華
遺
産
」（『
正
法
』
第
五
～
八
回
、
一
五
九
～
一
六
三
号
、
日
蓮
宗
新
聞
社
、
二
〇
一
九
年
一
〇
月
～
二
〇
二
〇
年
九
月
）
（
単
著
）「
祖
師
棲
神
の
霊
場
「
身
延
山
」
と
降
誕
八
〇
〇
年
」（『
正
法
』
一
六
二
号
、
日
蓮
宗
新
聞
社
、
二
〇
二
〇
年
七
月
）
（
連
載
）「
仏
教
仏
事
の
こ
と
」（『
日
蓮
宗
新
聞
』
②
～
⑬
、
日
蓮
宗
新
聞
社
、
二
〇
一
九
年
一
〇
月
一
日
号
～
二
〇
二
〇
年
九
月
一
日
号
）
《
学
会
発
表
》
（
単
独
）「
日
蓮
宗
寺
院
伽
藍
配
置
の
特
徴
―
滝
谷
妙
成
寺
を
中
心
に
―
」（
日
本
宗
教
学
会
第
七
九
回
学
術
大
会
、駒
沢
大
学
、二
〇
二
〇
年
九
月
一
九
日
）
《
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
演
等
》
（
単
独
）「
日
蓮
宗
寺
院
の
文
化
財
」（
身
延
山
大
学
身
延
公
開
講
座
、
身
延
山
久
遠
寺
報
恩
閣
、
二
〇
一
九
年
一
〇
月
一
四
日
）
（
単
独
）「
身
延
山
と
い
う
霊
場
」（
静
岡
県
富
士
宮
市
法
華
寺
お
会
式
講
話
、
二
〇
一
九
年
一
一
月
一
〇
日
）
（
単
独
）「
日
蓮
宗
の
法
縁
と
日
脱
上
人
」（
脱
師
法
縁
大
会
、
身
延
山
大
乗
坊
、
二
〇
一
九
年
一
一
月
二
八
日
）
（
単
独
）「
日
像
上
人
の
信
仰
と
そ
の
足
跡
」（
日
蓮
宗
北
陸
教
区
教
学
研
修
会
、
福
井
県
小
浜
市
サ
ン
ホ
テ
ル
や
ま
ね
、
二
〇
一
九
年
一
二
月
六
日
）
（
単
独
）「
法
華
霊
場
の
成
立
過
程
」（
勧
学
院
講
座
、
日
蓮
宗
宗
務
院
、
二
〇
一
九
年
一
二
月
九
日
）
（
単
独
）「
身
延
山
の
歴
史
と
文
化
」（
山
梨
県
身
延
町
身
延
中
学
校
講
座
、
二
〇
二
〇
年
二
月
六
日
）
（
単
独
）「
身
延
山
参
詣
道
を
歩
く
ー
甲
斐
と
駿
河
を
結
ぶ
道
―
」（
友
愛
文
化
ク
ラ
ブ
、静
岡
市
清
水
区
由
比
生
涯
学
習
交
流
館
、二
〇
二
〇
年
六
月
一
二
日
）
（
単
独
）「
身
延
山
と
身
延
道
」（
友
愛
文
化
ク
ラ
ブ
、
静
岡
県
清
水
区
由
比
生
涯
学
習
交
流
館
、
二
〇
二
〇
年
九
月
四
日
）
《
調
査
・
出
張
》
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
二
十
一
号　
彙　
　
報
五
四
（
国
内
）
岡
山
県
立
博
物
館
企
画
展
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
参
加
及
び
資
料
調
査
（
岡
山
市
盛
隆
寺
、
瀬
戸
内
市
本
蓮
寺
、
岡
山
県
、
二
〇
一
九
年
一
〇
月
一
一
日
～
一
二
日
）
（
国
内
）
滝
谷
妙
成
寺
資
料
調
査
（
石
川
県
羽
咋
市
、
二
〇
一
九
年
一
〇
月
二
二
日
～
二
三
日
、
二
〇
二
〇
年
一
月
八
日
）
（
国
内
）
京
都
市
妙
覚
寺
、
同
妙
顕
寺
資
料
調
査
（
京
都
府
、
二
〇
二
〇
年
二
月
一
一
日
）
（
国
内
）
福
井
県
内
日
蓮
宗
・
法
華
宗
寺
院
資
料
調
査
（
福
井
県
、
二
〇
二
〇
年
三
月
一
日
～
二
日
）
（
国
内
）
滝
谷
妙
成
寺
文
化
財
報
告
書
編
集
会
議
（
石
川
県
金
沢
市
北
國
新
聞
社
、
二
〇
二
〇
年
三
月
一
六
～
一
七
日
、
四
月
四
日
～
五
日
）
（
国
内
）
身
延
山
史
編
集
会
議
（
身
延
山
久
遠
寺
新
書
院
、
二
〇
二
〇
年
三
月
三
一
日
、
四
月
三
〇
日
）
（
国
内
）
新
潟
県
佐
渡
方
面
寺
院
資
料
調
査
（
新
潟
県
、
二
〇
二
〇
年
八
月
一
八
日
～
二
〇
日
）
（
国
内
）
山
梨
県
立
博
物
館
・
新
潟
県
立
歴
史
博
物
館
企
画
展
打
ち
合
わ
せ
（
身
延
山
久
遠
寺
新
書
院
、
二
〇
二
〇
年
八
月
六
日
）
（
国
内
）
山
梨
県
立
博
物
館
・
新
潟
県
立
歴
史
博
物
館
企
画
展
打
ち
合
わ
せ
（
日
蓮
宗
静
岡
県
中
部
宗
務
所
、
二
〇
二
〇
年
八
月
二
六
日
）
（
国
内
）
日
蓮
宗
富
山
県
内
寺
院
の
宗
宝
調
査
（
富
山
妙
伝
寺
、
高
岡
大
法
寺
、
富
山
県
、
二
〇
二
〇
年
九
月
七
日
～
九
日
）
（
国
内
）
新
潟
県
長
岡
真
浄
寺
、
村
田
妙
法
寺
、
寺
泊
法
福
寺
他
寺
院
資
料
調
査
（
新
潟
県
、
二
〇
二
〇
年
九
月
二
四
日
～
二
六
日
）
《
監
修
》
日
蓮
聖
人
御
降
誕
八
〇
〇
年
・
佐
渡
御
入
国
七
五
〇
年
、
山
梨
県
立
博
物
館
・
新
潟
県
立
歴
史
博
物
館
合
同
企
画
展
の
企
画
・
立
案
、
二
〇
二
〇
年
▽
柳
本
伊
左
雄　
特
任
教
授
特
に
な
し
▽
岡
田
文
弘　
特
任
講
師
《
学
術
論
文
》
（
単
著
）「
日
蓮
聖
人
の
上
行
自
覚
」（『
現
代
宗
教
研
究
』
第
五
四
号
、
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
、
二
〇
二
〇
年
三
月
）
《
そ
の
他
》
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
二
十
一
号　
令
和
二
年
十
月
五
五
（
単
著
）「
物
語
の
中
の
仏
教
、
仏
教
の
中
の
物
語
」（『
身
延
論
叢
』
第
二
五
号
、
身
延
山
大
学
仏
教
学
会
、
二
〇
二
〇
年
三
月
）
《
学
会
発
表
》
（
単
独
）「
日
蓮
と
説
話　
僧
祥
『
法
華
伝
記
』
と
の
比
較
」（
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
七
一
回
学
術
大
会
、
創
価
大
学
、
二
〇
二
〇
年
七
月
五
日
）
《
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
演
等
》
（
単
独
）「
い
ま
、『
法
華
経
』
を
読
み
な
お
す
」（
令
和
二
年
度
オ
ン
ラ
イ
ン
行
学
道
場
、
全
国
日
蓮
宗
青
年
会
、
二
〇
二
〇
年
八
月
二
八
日
）
▽
ジ
ル
・
エ
マ
・
ス
ト
ロ
ー
ス
マ
ン　
特
任
講
師
特
に
な
し
〇
福
祉
学
専
攻
▽
伊
東
久
実　
教
授
《
学
術
論
文
等
》
（
単
著
）「
学
生
の
子
育
て
支
援
活
動
か
ら
考
察
す
る
「
行
学
二
道
」
の
現
代
的
意
義
」（『
日
本
仏
教
社
会
福
祉
学
会
年
報
』
第
五
〇
号
、
日
本
仏
教
社
会
福
祉
学
会
、
二
〇
二
〇
年
三
月
）
《
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
演
等
》
（
単
独
）「
保
育
の
社
会
化
に
向
け
て
ー
保
育
の
営
み
を
い
か
に
社
会
に
発
信
し
て
い
く
か
」（
峡
南
地
区
保
育
士
会
保
育
内
容
研
究
会
、
定
林
寺
立
正
保
育
園
、
二
〇
一
九
年
一
一
月
二
二
日
、
二
九
日
）
（
単
独
）「
保
育
に
生
か
せ
る
手
遊
び
・
手
作
り
お
も
ち
ゃ
」（
峡
南
地
区
保
育
士
研
修
会
、
市
川
三
郷
町
立
六
郷
町
民
会
館
、
二
〇
二
〇
年
一
月
一
八
日
）
《
収
録
》
（
単
独
）「
特
番　
子
ど
も
家
庭
文
庫
」（
㈱
日
本
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
、
身
延
山
大
学
、
二
〇
一
九
年
一
二
月
二
四
日
）
《
調
査
・
出
張
》
（
国
内
）「
絵
本
を
活
用
し
た
日
本
語
支
援
活
動
（
一
）
発
話
調
査
」（
中
央
市
立
田
富
町
小
学
校
、
二
〇
二
〇
年
七
月
一
六
、
一
七
、
二
〇
、
二
一
、
二
七
、
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
二
十
一
号　
彙　
　
報
五
六
二
八
日
）
《
地
域
連
携
活
動
》
「
子
育
て
支
援
イ
ベ
ン
ト
―
お
に
い
さ
ん
、
お
ね
え
さ
ん
と
あ
そ
ぼ
う
！
」（
身
延
児
童
館
、
二
〇
一
九
年
一
二
月
一
〇
日
）
▽
田
沼　
朗　
特
任
教
授
《
著
書
》
（
共
編
著
）
日
本
子
ど
も
を
守
る
会
編
『
緊
急
企
画
コ
ロ
ナ
子
ど
も
ク
ラ
イ
シ
ス 
特
集
希
望
の
学
校
学
び
の
ゆ
く
え
（
子
ど
も
白
書
二
〇
二
〇
）』
か
も
が
わ
出
版
、
二
〇
二
〇
年
八
月
《
学
術
論
文
》
（
単
著
）「
子
ど
も
白
書
を
読
む
、
作
り
手
か
ら
…
『
子
ど
も
と
学
校
』
領
域
よ
り
」（『
子
ど
も
の
し
あ
わ
せ
』
第
八
二
五
号
、
日
本
子
ど
も
を
守
る
会
、
二
〇
一
九
年
一
一
月
）
（
単
著
）「
学
校
部
会
二
〇
一
九
年
一
一
月
例
会
ま
と
め
」（『
学
校
部
会
だ
よ
り
』
第
一
二
号
、
教
育
科
学
研
究
会
学
校
部
会
、
二
〇
二
〇
年
三
月
）
（
単
著
）「
特
集
に
当
た
っ
て　
コ
ロ
ナ
対
応
で
浮
か
び
上
が
っ
た
学
校
の
存
在
意
義
」（
日
本
子
ど
も
を
守
る
会
編
『
緊
急
企
画
コ
ロ
ナ
子
ど
も
ク
ラ
イ
シ
ス 
特
集
希
望
の
学
校
学
び
の
ゆ
く
え
（
子
ど
も
白
書
二
〇
二
〇
）』
か
も
が
わ
出
版
、
二
〇
二
〇
年
八
月
）
《
学
会
発
表
》
（
単
独
）「
教
育
科
学
研
究
会
多
摩
大
会
学
校
づ
く
り
分
科
会
の
ま
と
め
」（
教
育
科
学
研
究
会
学
校
部
会
二
〇
一
九
年
一
一
月
例
会
、
明
治
大
学
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
、
二
〇
一
九
年
一
一
月
一
六
日
）
（
単
独
）「
特
集　
希
望
の
学
校
編
集
担
当
者
か
ら
」（『
子
ど
も
白
書
二
〇
二
〇
』
出
版
記
念
合
評
会
、
早
稲
田
大
学
戸
山
キ
ャ
ン
パ
ス
を
ス
タ
ジ
オ
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
会
議
報
告
、
二
〇
二
〇
年
九
月
一
〇
日
）
▽
田
淵
和
子　
特
任
教
授
特
に
な
し
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
二
十
一
号　
令
和
二
年
十
月
五
七
▽
髙
橋
賢
充　
特
任
准
教
授
《
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
演
等
》
（
単
独
）「
災
害
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
教
育
の
在
り
方
」（
第
一
五
回
日
本
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
教
育
学
校
連
盟
教
育
推
進
大
会
、
山
梨
県
立
大
学
、
二
〇
一
九
年
一
二
月
七
日
）
（
単
独
）「
安
心
・
安
全
な
学
園
生
活
を
目
指
し
て
」（
身
延
山
大
学
Ｆ
Ｄ
・
Ｓ
Ｄ
研
修
会
、
身
延
山
大
学
、
二
〇
二
〇
年
二
月
一
二
日
）
（
単
独
）「
被
災
地
か
ら
見
え
た
防
災
の
地
域
づ
く
り
と
感
染
予
防
」（
富
士
北
麓
障
害
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
研
修
、
富
士
吉
田
合
同
庁
舎　
二
階
会
議
室
、
二
〇
二
〇
年
八
月
七
日
）
《
調
査
》
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
問
題
に
対
応
す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
養
成
の
た
め
の
集
学
的
研
究
」（
リ
モ
ー
ト
調
査
協
力
、山
形
大
学
、二
〇
二
〇
年
八
月
二
五
日
）
▽
村
瀬
正
光　
特
任
准
教
授
特
に
な
し
▽
望
月
香
代　
特
任
講
師
特
に
な
し
▽
佐
々
木
さ
ち
子　
特
任
講
師
《
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
演
等
》
（
単
独
）「
フ
レ
イ
ル
予
防
で
健
康
的
な
日
常
生
活
」（
学
び
の
庵
、
甲
府
市
総
合
市
民
会
館
会
議
室
、
二
〇
一
九
年
一
〇
月
二
一
日
）
▽
富
山
美
由
紀　
特
任
講
師
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
二
十
一
号　
彙　
　
報
五
八
特
に
な
し
▽
中
野
宏
子　
特
任
講
師
特
に
な
し
▽
手
塚
知
子　
特
任
講
師
《
著
書
》
（
共
著
）
障
害
児
の
教
授
学
研
究
会
編
『
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
時
代
の
実
践
を
ひ
ら
く
「
障
害
児
の
教
授
学
」』
福
村
出
版
、
二
〇
一
九
年
一
〇
月
▽
建
守
善
之　
特
任
講
師
《
著
書
》
（
単
著
）「
わ
か
る
・
み
え
る
介
護
保
険
」
㈱
ス
マ
イ
ル
小
平
、
二
〇
二
〇
年
九
月
《
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
演
等
》
（
単
独
）「
介
護
福
祉
学
」（
介
護
教
員
講
習
会
、
神
奈
川
県
横
浜
市
、
岩
井
会
議
室
、
二
〇
二
〇
年
七
月
四
日
）
（
単
独
）「
教
育
学
」（
介
護
教
員
講
習
会
、
神
奈
川
県
横
浜
市
、
岩
井
会
議
室
、
二
〇
二
〇
年
八
月
二
二
日
）
（
単
独
）「
心
理
学
」（
介
護
教
員
講
習
会
、
神
奈
川
県
横
浜
市
、
岩
井
会
議
室
、
二
〇
二
〇
年
九
月
二
六
日
）
〇
令
和
元
年
度
卒
業
論
文
論
題
及
び
指
導
教
員
（
二
〇
一
九
年
一
二
月
一
一
日
）
▽
仏
教
学
科
（
計
一
五
名
）
井
田
法
隆　
　
　
　
大
黒
天
信
仰
の
成
立
と
展
開 
望
月
真
澄
寺
島
鳳
宗　
　
　
　
不
受
不
施
派
の
歴
史 
望
月
真
澄
市
川　
篤　
　
　
　
日
蓮
聖
人
に
お
け
る
病
の
と
ら
え
方 
金　
炳
坤
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
二
十
一
号　
令
和
二
年
十
月
五
九
川
岸
鳳
秦　
　
　
　
日
蓮
聖
人
の
諸
宗
批
判
―
そ
の
経
緯
と
特
徴
― 
間
宮
啓
壬
木
村
真
理　
　
　
　
女
人
の
法
華
信
仰 
望
月
真
澄
關　
龍
英　
　
　
　
日
蓮
聖
人
遺
文
か
ら
み
る
日
蓮
聖
人
の
檀
越
教
化 
木
村
中
一
中
山
海
昌　
　
　
　
ビ
ハ
ー
ラ
に
対
す
る
一
考
察 
池
上
要
靖
東　
泰
成　
　
　
　
日
蓮
聖
人
遺
文
に
引
用
さ
れ
る
仏
教
説
話
に
関
す
る
研
究 
木
村
中
一
福
原
賢
星　
　
　
　
怪
異
と
は
何
か
―
『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
二
十
七
の
分
析
― 
間
宮
啓
壬
松
永
泰
潤　
　
　
　
Engaged B
uddhism
に
関
す
る
一
考
察 
池
上
要
靖
水
谷
寛
應　
　
　
　
近
代
日
本
の
日
蓮
主
義
に
つ
い
て 
池
上
要
靖
山
口
真
経　
　
　
　
葬
儀
の
歴
史
と
現
状
―
実
践
的
考
察
も
含
め
て
― 
間
宮
啓
壬
阿
部
是
隆　
　
　
　
『
法
華
経
』
に
お
け
る
菩
薩
の
役
割 
金　
炳
坤
佐
藤
勇
光　
　
　
　
日
蓮
聖
人
の
摂
折
観 
木
村
中
一
小
野
智
央　
　
　
　
日
像
曼
荼
羅
本
尊
の
特
徴 
望
月
真
澄
▽
福
祉
学
科
（
計
六
名
）
石
水　
匠　
　
　
　
身
延
町
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て 
髙
橋
賢
充
岡
田　
嵩　
　
　
　
高
齢
者
福
祉
の
課
題
―
住
ま
い
と
経
済
に
つ
い
て
― 
田
沼　
朗
齊
藤
さ
く
ら　
　
　
障
が
い
を
も
つ
人
の
き
ょ
う
だ
い
の
各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
お
け
る
悩
み
と
求
め
る
支
援
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
き
ょ
う
だ
い
に
目
を
向
け
る
専
門
職
を
目
指
し
て
― 
髙
橋
賢
充
松
島
梨
都　
　
　
　
地
域
子
育
て
支
援
施
設
に
お
け
る
支
援
環
境
の
現
状
と
工
夫
―
山
梨
県
内
３
施
設
を
中
心
に
― 
伊
東
久
実
山
藤
緋
莉　
　
　
　
寺
院
の
今
日
的
役
割
に
つ
い
て
の
一
考
察
―
寺
カ
フ
ェ
を
中
心
に
― 
伊
東
久
実
池
原
里
穂　
　
　
　
日
本
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
就
学
前
教
育
・
保
育
の
違
い
に
つ
い
て
―
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
を
尊
重
す
る
た
め
に
― 
髙
橋
賢
充
〇
令
和
元
年
度
卒
業
生
各
賞
受
賞
者
（
二
〇
二
〇
年
三
月
一
三
日
）
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
二
十
一
号　
彙　
　
報
六
〇
法
主
賞
（
第
一
九
号
） 
佐
藤
勇
光
総
裁
賞
（
第
二
〇
号
） 
池
原
里
穂
理
事
長
賞
（
第
一
二
号
） 
中
山
海
昌
学
長
賞
（
第
一
九
号
） 
市
川　
篤
学
長
奨
励
賞
（
第
四
号
） 
山
口
真
経
学
長
特
別
賞
（
第
三
七
号
） 
小
野
智
央
学
長
特
別
賞
（
第
三
八
号
） 
阿
部
是
隆
日
本
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
教
育
学
校
連
盟
表
彰 
齊
藤
さ
く
ら
全
国
保
育
士
養
成
協
議
会
会
長
表
彰 
池
原
里
穂
〇
令
和
二
年
度
学
部
紀
要
編
集
委
員
会
伊
東
久
実
、
髙
橋
賢
充
（
以
上
、
編
集
委
員
）、
金　
炳
坤
、
ジ
ル
・
エ
マ
・
ス
ト
ロ
ー
ス
マ
ン
（
以
上
、
編
集
協
力
）
